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時

 

私
は
相
模
原
市
三
曲
協
会
の
会
長
を
し
て
い
る 

髙
松
胞
山
（
本
名 

良
貞
）
と
申
し
ま
す
。 

 

三
曲
協
会
と
は
箏
（
こ
と
）
、
三
絃
（
三
味
線
）
、
尺

八
音
楽
を
総
称
し
た
も
の
で
、
日
本
の
各
地
域
に
数
多

く
有
り
演
奏
活
動
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

相
模
原
市
三
曲
協
会
は
創
設
三
十
年
目
で
本
年
三

月
、
あ
じ
さ
い
会
館
ホ
ー
ル
で
三
十
周
年
記
念
演
奏
会

を
盛
大
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

十
社
中
四
十
五
名
の
会
員
が
お
り
、
三
月
の
定
期
演 

奏
会
、
十
一
月
の
市
民
文
化
祭
邦
楽
演
奏
会
、
隔
年
の

七
月
文
化
協
会
祭
で
の
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

依
頼
に
よ
る
公
演
と
し
て
、
小
学
校
、
公
民
館
、
自

治
会
館
、
老
人
ホ
ー
ム
等
で
は
一
年
に
十
回
程
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

老
人
ホ
ー
ム
で
は
箏
と
尺
八
に
合
わ
せ
て
童
謡
や

唱
歌
を
皆
で
歌
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
好

評
で
す
。 

 

普
及
活
動
と
し
て
三
曲
の
楽
器
を
や
り
た 

い
方
に
は
体
験
教
室
を
実
施
し
た
り
、
お
近 

く
の
教
室
を
紹
介
す
る
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
曲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
譜
は
五
線
譜
と
違 

っ
て
独
特
の
記
述
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
音 

楽
オ
ン
チ
と
思
っ
て
い
る
方
で
も
取
組
み
や 

す
い
し
、
技
量
に
合
わ
せ
た
個
人
レ
ッ
ス
ン 

で
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。 

 

尺
八
は
男
性
が
や
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー 

ジ
で
す
が
、
芸
大
の
尺
八
学
科
は
女
性
が
多 

い
様
で
、
活
躍
し
て
い
る
女
性
の
プ
ロ
が
多 

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

＜年間の主要公演実績（計画）＞ 

・相模原市三曲協会 定期演奏会  

3 月上旬     あじさい会館 

・相模原市文化協会 文化の祭典  

9 月中旬（隔年） 市民会館 

・依頼による公演   

随時  依頼場所で演奏 

 ①老人ホーム    年間 8 件程 

 ②公民館や自治会館 年間 2 件程 

 ③小学校      年間 1 件程 

・市民文化祭 邦楽演奏会     

11 月中旬  あじさい会館 

問合わせ先；相模原市三曲協会事務局 髙
たか

松
まつ

 胞山
ほうざん

 042-773-6671  

－４－ 

人
生
百
年
時
代
と
も
言
わ
れ
る
中
、
生
涯
の
趣

味
を
持
っ
て
充
実
し
た
日
々
を
送
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

勤
め
を
辞
め
た
後
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
尺

八
を
始
め
た
方
が
数
年
で
舞
台
で
の
演
奏
を
出
来

る
様
に
な
っ
た
人
が
居
ま
す
、
や
っ
て
見
た
い
方

お
気
軽
に
申
出
て
下
さ
い
。  

小学校のサマースクール 


